




マザーアース茅ヶ崎が６年の防災活動
から導き出した

安心・安全は「信頼」の上に成り立ち

「信頼」は「心理的安全性」の確保から成り立つ

今、全ての 組織・社会 に 必要なのは
多様な人が安心感を持ち積極的にかかわる事



「心理的安全性」が確保された

家庭内・職場内・あらゆるコミュニテイーでは

・ 誰でもが自然体でいられて恐れがない

・ 互いを尊重しコミニケーションがゆたか

・ あらゆるコミュニテイーの中で自分の確か

な居場所があると感じられる

・ 自分の考えた事・感じた事を安心して言う

ことが出来る

・ 不必要な怒りが少なく互いを理解しようと

する言動になる

など･･･



「心理的安全性」
が確保されてるとは云えない

2022年の

社会に向けて
Newチャレンジ

命を守る「防災」も

心を守る「心理的安全性」も



防災
LOVE ACTION

から４年

誰もがつながれる

「心理的安全性」

の 確保へ向けて
活動を進めます



防災において 避難所運営とコミュニティーの喪失
による「災害関連死」を防ぐのも 事業の一環

皆さんはご存じでしょうか？ 災害による直接死より せっかく守られた命が

その後に失われるということが多いことを そしてその理由を･･･

避難所は被災し不安と心細さで心を痛めている人達が身を寄せ合う場所であり

「人と人との関係性」への配慮 がなによりも必要です

⇩

どんな時よりも・どんな場所よりも「心理的安全性」の確保が必要なのです

⇩

今後は茅ヶ崎市全広域避難所を検証した「マザーアース茅ヶ崎」だからこそ

全地区の避難所運営委員の皆様に「アンガーマネジメント」の事前研修の

必要性を訴えていきたいと考えています



マザーアース茅ヶ崎と
仲間達のこれから

「信頼と安心」で人と人とが繋がる事を目指し

「怒りのマネジメントと心理的安全性の確保」を

一つの入り口として

「多様性を認め理解しあう」重要性を 広める 講演会・イベントを

男女共同参画推進認定3団体合議体チームの

誰もが 心地よく生きるための Newチャレンジとします


